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【エグゼクティブ等級（プラチナグレード）認定証イメージ】 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

月刊 ＡＥＨＡ通信   2022 年 11 月号 

◆◆◆ 今月の主な内容 ◆◆◆ 

◇トピックス ： ９月資格認定試験合格者へ認定証交付他 

◇主な委員会活動等 ： 省エネルギー対策委員会他 

◇協会インフォメーション ： 今後の行事予定 

◇定点観測データ ： 家電リサイクル法対象４品目引取実績他 

◇溜池ボイス ： SUOMI de ととのう 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

■□■ トピックス ■□■ 
◆2022 年９月（第 43 回）資格認定試験合格者へ認定証交付 

2022 年９月に実施した第 43 回資格認定試験の合格者に対し、11 月

１日付にて認定証を交付しました。今回の試験には、総計約 9,300 名

の方が受験され、３つの資格を合わせて、約 3,500 名の方が合格され

ました。また、合格者のうち、極めて優秀な成績で合格された方 243

名に対し、最上級の知識保有者であることを証す「エグゼクティブ等

級」が付与されました。(エグゼクティブ等級取得の栄誉を祝し、今回

合格された方々の氏名・所属を後記にまとめて発表します)(※)。 

＜参考情報＞ 

・資格認定試験の結果   ：https://www.aeha.or.jp/nintei-center/procedure/examination/latest/  
・エグゼクティブ等級   ：https://www.aeha.or.jp/nintei-center/about/outline/executive/ 
・エグゼクティブ等級合格者：https://www.aeha.or.jp/nintei-center/examination/latest/executive43th/ 
※氏名等公表に同意された方のみ掲載 

 

◆2022 年 11 月１日付資格更新修了者へ認定証交付 

現在、2022 年 11 月１日付資格更新手続き（資格有効期限が 2022 年 10 月 31 日の方が対象）を行っており

ます。対象者のうち、9 月末までに更新修了（資格更新試験に合格）されたスマートマスター386 名、家電製品

アドバイザー1,929 名、同エンジニア 433 名の方に対し、11 月１日付にて新認定証を交付しました。 

なお、10 月以降に更新修了された方には、追って新・認定証の交付を行います。 

 
◆「家電産業ハンドブック２０２２」の発刊 

「家電産業ハンドブック２０２２」を 10 月 13 日に発刊し、賛助会員会社と協力団体
各位に発送いたしました。また、10 月 21 日には本年度の「総会」として第７回委員会を
開催し、編集活動の成果と反省、課題の共有を行ない、来年度への申し送り事項をま
とめました。 
本年度も全６回の編集委員会をインターネットによる会議システムを活用したリモー

ト形式で実施しましたが、来年以降も感染症の動向にかかわらず、会議内容に応じて
対面形式とWeb形式のスタイルを使い分け活用することで、会議運営の効率化を図る
ことに致します。   
なお、同ハンドブックの抜粋版は、協会Webサイトの公開資料でご覧いただけます。 
家電産業ハンドブック 2022（令和 4 年）抜粋版 (aeha.or.jp) 

                              2022 年 11 月７日 

https://www.aeha.or.jp/nintei-center/procedure/examination/latest/
https://www.aeha.or.jp/nintei-center/about/outline/executive/
https://www.aeha.or.jp/nintei-center/examination/latest/executive43th/
https://www.aeha.or.jp/about/pdf/kadenhandbook_2022.pdf
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■□■主な委員会活動等■□■ 
＜家電業務部関連＞ 

◆省エネルギー対策委員会（10 月 17日） 

2022 年度第４回の省エネルギー対策委員会を開催いたしました。 
主な議題は以下のとおりです。 
１． 総合資源エネルギー調査会・省エネルギー・新エネルギー分科会・省エネルギー小委員会及び傘下の

ワーキンググループにおける審議内容の確認 

２． 第３回電機・電子温暖化対策連絡会の報告 

３． 省エネ家電温暖化防止啓発ＷＧの活動報告 

〇第５回省エネ家電温暖化防止啓発ＷＧ（10 月 17 日） 

2022 年度第５回省エネ家電温暖化防止啓発ＷＧを開催し、主な議題として、2023 年度版ホーム

ページリニューアルについて審議しました。 
１． 制作範囲と基本機能について 

２． 制作スケジュール 

 

◆製品安全委員会関連 

今月委員会開催されておりませんが、下記 2022 年度経済産業省の検討会、ＷＧへ当委員会が参画し 

議論が進められております。 
１．ＩｏＴ-ＳＦＦ適用実証打合わせ 【第４回 10 月 12 日】 

２．リコールリスクレベル基準検討ＷＧ 【第２回 10 月 21 日】 

３．「ＩｏＴ化等による安全確保のガイドライン」の普及啓発に関するＷＧ  【第１回 10 月 24 日】 

 

◆第４回 ＵＤ技術委員会（10 月７日） 

本委員会では、ＵＤ関連のＪＩＳ、ＩＳＯ原案作成委員会に委員を派遣し、業界意見の反映を図っています。 

また、ＵＤ関連に取り組む関係機関との意見交換を通じて政策の動向把握と課題発掘に努めています。 
１．2022 年度活動進捗状況、日程、運営体制について 
２．(家製協)ＩＣＴ連携配慮指針に関する有識者からのヒアリング結果反映 

３．光/バイブレーション機能による報知方法の研究---評価アプリの仕様と評価方法の検討 
４．「新たな日常生活に向けた製品及びサービスに関するアクセシビリティ配慮」に関する国際標準化検討会 

にて、本委員会の取組状況を説明 
 

◆第３回 アフターサービス委員会（10 月 13 日） 

本委員会では、長期使用製品の安全点検の効果的、効率的な仕組みや、 
アフターサービスに係る行政からの指導事項に対する対応を行っています。                 
１．11 月「製品安全総点検月間」に合わせた啓発活動について 

２．安全点検チェックリストページのスマホ対応について 

３．消費生活センター向けＱ＆Ａ「修理関連」ページの改訂について 

 

◆第６回 流通ＥＤＩ標準化推進委員会（10 月 19 日） 

本委会では、家製協ＥＤＩ標準化仕様の更新事案に関する調査研究をおこなっています。 

主な議題は以下のとおりです。 

１． 啓発・ＰＲ関連及び商品情報検討ＷＧ活動について 

２． ＩＳＤＮ終了に伴うイエローブック内容の改訂（案）について 
３． 流通企業動向について 

 

バナー 二次元バーコード 
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＜環境部関連＞ 

◆製品アセスメント委員会 

○2022 年度 第４回 リサイクル配慮設計検討ＷＧ（10 月 11 日） 

主な議題は以下のとおりです。 

１．前回議事要旨（案）確認 

２．活動計画の推進状況について 

 

◆家電リサイクル委員会 

○第７回 2022 年度普及広報ＷＧ（10 月 25 日） 

主な議題は以下のとおりです。 

１．「３秒でえらべる家電の捨て方」豆知識の新コンテンツ案について 

２．「３秒でえらべる家電の捨て方」豆知識の新コンテンツ制作スケジュールについて 

３．「３秒でえらべる家電の捨て方・豆知識」の９月度アクセス件数について  

４．スケジュール、その他  

○第１回 2022 度版家電リサイクル年次報告書作成ＷＧ（10 月 25 日） 

主な議題は以下のとおりです。 

１．2021 年度版に関する改善・要望事項と 2022 年度版への対応(案)について 

２．データ収集状況について 

３．スケジュール、その他  

 

＜家電製品 PL センター関連＞ 

◆一般社団法人 日本配線システム工業会との情報交換会（10 月５日） 

「普及・啓発委員会」にて、コンセント・テーブルタップなど配線器具の相談事例について、活発な意見交換

が実施されました。 

１．家電製品ＰＬセンター概要 

２．2021 年度活動報告 

３．配線器具相談事例紹介と質疑応答 

 

＜認定センター関連＞ 

◆スマートマスター専門委員会［第三者委員会］（10 月４日） 

主な報告、審議事項は以下のとおりです。 

１．2022 年９月（第 43 回）資格認定試験の結果について 

  ⑴結果概要 

⑵結果分析 スマートハウスの基礎、スマートハウスを支える機器・技術の基礎 

２．その他 

⑴次回資格認定試験の実施要領について 

⑵その他連絡事項 
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◆資格審査委員会［第三者委員会］（10 月６日） 

外部の有識者（委員）出席のもと、専門的見地から合格者認定の審査等を実施しました。 

主な報告、審議事項は以下のとおりです。 

１．2022 年９月（第 43 回）資格認定試験の結果について 

２．アドバイザー試験に関する審査 

３．エンジニア試験に関する審査 

４．スマートマスター試験に関する簡易審査 

５．次回資格認定試験の実施要領について 

 

◆第 136 回 認定制度委員会（10 月 12日） 

主な報告、審議事項は以下のとおりです。 

１．2022 年９月（第 43 回）資格認定試験の結果について 

２．2023 年３月（第 44 回）資格認定試験の実施要領 

３．2022 年 11 月１日付資格更新の進捗状況 

４．周知・広報活動について 

５．2022 年度事業計画の進捗について 

   ６．その他   

     ⑴家電製品アドバイザー、同エンジニアの参考書 2023 年版の発刊について    

     ⑵問題＆解説集のリニューアルについて 

 

◆10 月度 情報発信・教育部会（10 月 24 日） 

 2022 年９月（第 43 回）資格認定試験結果や、次回の資格認定試験の問題ならびにスマートマスター参考書 

の作成スケジュール、今後の情報収集ポイントなどについて審議しました。 

１．2022 年９月（第 43 回）資格認定試験結果報告 

２．2023 年３月（第 44 回）資格認定試験問題作成＆スマートマスター参考書作成 日程 

３．10 月収集情報 

４．マイスタディ講座「ここが要点」10 月原稿他 

 

 

■□■ 定点観測データ ■□■ 
◆家電リサイクル法対象４品目引取実績（10 月度） 

2022 年 10 月度の４品目の引取実績は、以下のとおりです。   

 

                                  （台数：千台） 

品 目 
当 月 年度累計 

台数 前年比 台数 前年比 

1.エアコン 184 118% 2,780 106% 

2.テレビ 計 309 99% 2,165 95% 

① ブラウン管式 53 81% 385 80% 

② 液晶式・プラズマ式 257 104% 1,781 99% 

3.冷蔵庫・冷凍庫 286 100% 2,224 101% 

4.洗濯機・衣類乾燥機 328 103% 2,392 95% 

合 計 1,107 103% 9,561 100% 
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（うち指定法人）                        （台数：千台） 

品 目 
当 月 年度累計 

台数 前年比 台数 前年比 

1.エアコン 2 82% 24 94% 

2.テレビ 計 19 90% 131 90% 

① ブラウン管式 5 84% 35 83% 

② 液晶式・プラズマ式 14 92% 97 92% 

3.冷蔵庫・冷凍庫 21 87% 152 86% 

4.洗濯機・衣類乾燥機 8 91% 53 89% 

合 計 49 88% 361 88% 

 

◆家電製品ＰＬセンター相談等受付件数実績（10 月） 

2022 年 10 月度の相談受付件数は、183 件（累計 1,270 件）です。 

詳細は、家電製品 PL センターホームページの月次インフォメーションを参照願います。 

https://www.aeha.or.jp/plc/houkoku/ 
 

◆家電製品国内出荷額の月別･年度別推移データを更新 

2022 年８月度実績と年間推移を、協会ホームページに掲載しました。 

家電製品国内出荷額推移 2022 年 8 月 (aeha.or.jp) 
 

 

■□■協会インフォメーション■□■ 
◆今後の行事予定 

https://www.aeha.or.jp/plc/houkoku/
https://www.aeha.or.jp/about/pdf/shukkasuii202208.pdf
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■□■ 溜池ボイス ■□■ 
◆SUOMI de ととのう 

秋到来と共に、テレビ各局では新ドラマが始まりました。各局、渾身の自信作を投入

してきましたが、今年は「アトム」「エルピス」「クロサギ」「ペンギン」など、ユニークな片

仮名タイトルの連打で視聴者のアテンションを惹きます。その中で筆者は、テレビ東京

のある深夜番組に関心を寄せました。内容は、学生時代にフィンランド旅行で一目惚

れ以来、フィンランド好きが高じて現地に移住するため寿司職人を志す荒唐無稽な物

語ですが、日本でフィンランドに焦点を当てたドラマは珍しく、個人的な懐かしさも相まって観ていました。 
日本から遥か西方 5000 マイル、ロシアの向こうの人口たかだか 550 万人のこの小国が、実はわが国と特別な

関係があることはあまり知られていません。 
 
初めてフィンランド人が日本を公的訪問したのは 1792 年ですが、当時はスウェーデン王国に属し、その後ロシア

帝国に併合されたため、国家の独立は 1917 年のロシア革命を待たねばなりません。日本はその直後の 1919 年

に独立国家の承認をしますが、当時の日本は日露戦争に勝利し、国際社会でも影響力が強くなったことから、その

承認はかの国の独立とって大きな後ろ盾となりました。 
 
それもあって、フィンランドはとても親日友好的で、ご当地ビールの中には「提督(Amiraali)ビール」と言う名の、通

称トーゴ―・ビールと呼ばれている麦酒があります。トーゴ―とは、日露戦争日本海海戦を勝利に導いた連合艦隊

司令長官・東郷平八郎元帥のことで、憎きロシアを倒し、それがロシア帝国の弱体化と後のロシア革命を後押しした

「独立の英雄」とされています。筆者は若い頃８年近くモスクワで勤務し、ヘルシンキにはよく出入りしましたので、今

でも懇意にしている友人がいますが、以前彼から聞いた話では、日本の総理大臣より東郷閣下の名前の方がご当

地では知られているとのことです。 
 
フィンランド発祥と言えば、今や「サ道」でトレンドのサウナ。「Sauna」は勿論、焼石に水

のロウリュ「Löyly」もフィンランド語です。550 万の人口に 300 万と言う推計もあるほど、

ご当地では１家に１台、まさに日本の家風呂の感覚です。 
もうすぐ寒い冬。遠くムーミン谷に想いを馳せながらサウナで「ととのう」、そんなノルデ

ィック・ファンタジーなひとときはいかがでしょうか。 
 

 
 
 
◆◇◆◇◆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◆◇◆◇◆ 

本メールは一般財団法人家電製品協会の賛助会員の皆様に配信しています。 

記載された内容を許可なく転載・複製することを禁じます。 

【配信停止方法】 

本メールの配信の停止をご希望される方は、会社（団体等）名、氏名及び「配信停止を希望する」旨を 

本メールの返信にてご連絡ください。 
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